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研究成果の概要（和文）：　使用済みの容器の再利用（リユース）を促進する方策について、日本でこれまでに得られ
た知見をまとめた。また、リユースびんに入った商品の購入の決定要因について、消費者へのアンケート調査によって
検討した。
　一方、リユースを促進する手法の一つとしてデポジット制度がしばしば取り上げられ、その適用例としてしばしばヨ
ーロッパのことが取り上げられるが、そこでの仕組みについての情報は入手が困難であった。このため、スウェーデン
のルンド大学 国際環境産業経済研究所に、期間の途中に約10ヶ月間拠点を置き、ヨーロッパの11カ国で30箇所に訪問
ヒアリング調査をおこない、検討を重ねた。

研究成果の概要（英文）： This study summarized the knowledge on the policies to promote reuse of used 
containers from Japanese experiences. This study also considered the factors to purchase the products 
contained in returnable glass bottles with questionnaires to consumers.
 On the other hand, although a “deposit-refund system” is often shown as one of the economic 
instruments to promote reuse, and although the cases where this system is applied in Europe are often 
shown as cases, the information on how this system works there is difficult to acquire. Therefore, the 
principal investigator had stayed in International Institute for Industrial Environmental Economics in 
Lund University in Sweden for about ten months, and had visited and interviewed about 30 related 
organizations in 11 countries in Europe. These visits and interviews gave a lot of information and new 
insights to deepen the understanding of deposit-refund systems and reuse.

研究分野： Environmental Econoics
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１．研究開始当初の背景 
(1) 社会的背景 
日本では、使用済み製品等を材料や物質な
どの単位にして新しい製品を製造するリサ
イクル（「再資源化」と呼ばれている）が主
流である。しかしながら、「2R」と昨今呼ば
れているものの方が、リサイクルよりも環境
負荷が低い場合があると言われている。 
「2R」とは、リデュース(Reduce、廃棄物
になるものを買わない)、および、リユース
(Reuse、使用済み製品を洗うなどして再度利
用する。例えば、日本酒のびんで、日本酒を
消費後、洗浄等をおこない、再び日本酒を詰
めて販売する場合が該当する)のことである。
リデュースを促す方策は、小売店等が商品の
会計の際にレジ袋を無料で配布しないこと
（「レジ袋有料化」と呼ばれている）等を通
じて，昨今広く普及してきている。しかし、
リユースは、取組の遅れが目立つ。このこと
は 2012 年 4 月に閣議決定された第 4 次環 
境基本計画でも指摘され、リユースの取組を
強化していくことが述べられている。しかし
ながら、リユースをおこないうる製品が年々
減少傾向にあるという面も見られるなど、い
かにしてリユースを進めていくかは、不透明
な状況にあった。 
 
(2) リユースの研究の状況 
このように、リユースを促進する方策を検
討する社会的要請は高まっているが、リユー
スについての研究は少ない。一方、ドイツ・
スウェーデンをはじめとするヨーロッパの
各地では、リユースに適したびんやペットボ
トル、イベントなどにおけるリユースが可能
なカップなど、飲料容器をはじめとする製品
において、リユースの導入事例が多く見られ
ることが、各種の情報から伺われる。また、
ヨーロッパのリユースは、日本でリユースを
考える際に、いわば理想・目標とされること
もある。 
ヨーロッパではリユースの導入事例が多
く見られると言われている一方で、日本でリ
ユースが衰退していっているのはなぜか、日
本はリユースと今後どのように向き合って
いけばよいのかといった疑問に答えようと
している研究は、なかなか見あたらない。一
方、研究代表者は、これまで、リユースに適
したペットボトル、リユースびんの回収方策
に関する研究をおこなってきていた。 
  
２．研究の目的 
 そこで、本研究では、このように、社会的
要請が高く、かつ、学術的な研究が不足して 
いる、リユースの促進策に関する学術的知見
を引き出すべく、ヨーロッパにおけるリユー
スやその関連の施策を、現地調査を十分に駆
使して丹念に調べあげ、日本とヨーロッパを
リユースの側面から対比させ、日本における
リユースに関する研究や政策に還元するこ
とを目的とした。すなわち、リサーチクエッ

ションは、「ヨーロッパで見られるリユース
を可能とする条件」「日本においてリユース
をおこなうことを可能とする条件」を引き出
すことである。 
 なお、リユースの促進策の中で、必ずとい
ってもよいほど取り上げられるものにデポ
ジット制度と呼ばれる制度がある。この制度
は、商品の購入時に、製品価格に加えて、あ
る額を余分に支払い(デポジット)、消費後、
製品を包んでいた容器等を、ある所定の場所
に返却すると、商品の購入時に余分に支払っ
た額の全部もしくは一部を返金してもらえ
る(リファンド)という制度である。高い回収
率を達成でき、適切な状態で回収できるなど
の利点があり、リユースの実現に役立つと期
待されているという面もある。研究代表者は、
これまで 10 年以上にわたって、この制度を、
経済理論、既存のデータに基づく実証分析、
国内外の多くの現地調査をもとにした経済
学的洞察、実証実験におけるアンケートの実
施・解析などによって、多角的に研究してき
た。本研究は、研究代表者がこれまでおこな
ってきた研究を、リユースの促進策という視
点から新たに捉え直す研究として位置付け
ることもできる。 
 
３．研究の方法 
 スウェーデンのルンド大学 国際環境産業
経済研究所(International Institute for 
Industrial Environmental Economics: 
IIIEE)は、このようなリユース・デポジット
と関わりのある考え方である拡大生産者責
任(使用後の製品の処理責任を生産者に課す
こと)の研究で有名であり、リユース・デポ
ジットにも多くの見識を有する。本研究では、
IIIEE に、期間の途中に 10 ヶ月間、研究の
拠点を置き、IIIEE の Thomas Lindhqvist 准
教授・東條かな子准教授の適切な助言・サポ
ートのもと、研究を進めた。そこでの研究は、
(A) 渡航前、(B) 渡航中、(C)帰国後 の 3つ
に分けて、次のように見ることができる。 
 
(1) 渡航前 (2013 年 4 月－11 月末)： リユ
ース・デポジットに関する研究代表者のこれ
までの研究（びんやペットボトルのリユース
に関する研究、研究代表者が所属大学で大学
生協とともに実施している弁当容器へのデ
ポジット制度の適用に関する研究など）を整
理し、海外で報告できるようにした。また、
日本で手に入るリユース・デポジットの情報
を、海外の情報も含めて徹底的に把握した。 
 なお、その過程で、2013 年 5 月 28 日に、
福島県ハイテクプラザで開催された平成 25
年度 福島県 市町村等廃棄物行政担当課長
会議で、「福島県における行政のびんリユー
スの取組の検討」というタイトルで話し、福
島県の各市町村の廃棄物関係の方々と、行政
によるリユースびんの回収について意見を
交わした。また、2013 年 7月 3日に、獨協大
学の総合講座で、「使用済み容器の回収の経



済学 ―弁当容器に着目して―」というタイ
トルで講演した。 
 
(2) 渡航中 (2013 年 11 月末－2014 年 9 月
末)： ヨーロッパにおけるリユース・デポジ
ットの研究動向・各種情報の把握、現地調査
を多くおこなった。そこでは、リユース・デ
ポジットの運営機関、環境関連の政府機関、
使用済み容器の回収主体、専門家、コンサル
タントなどへの徹底したヒアリングをおこ
なった。なお、現地の小売など、関連の現場
も数多く視察し、リユース・デポジットに関
する新しい知見を多く得た。また、リユー
ス・デポジットに関する申請者のこれまでの
研 究 に つ い て 、 ” Research on 
Deposit-Refund System”というタイトルで、
IIIEE のランチセミナーで 2014 年 1 月 22 日
に報告し、フロアから多くの有意義なコメン
トを頂き、IIIEE 赴任中におけるヨーロッパ
での現地調査・インタビューの足がかりを得
た。IIIEE はヨーロッパの多くの国々とネッ
トワークがあり、人的交流が活発におこなわ
れていることから、最終的に、ヨーロッパの
11 カ国、30 の機関で、リユース・デポジッ
ト関連の担当者など様々なキーパーソンに
訪問ヒアリング調査をおこない、現場視察を
実施することができ、現地でなければ得られ
ない多くの有益な情報を得た。なお、訪問し
た国は、ヨーロッパで、デポジット制度が法
的に義務付けられている国々（クロアチア、
デンマーク、エストニア、フィンランド、ド
イツ、ノルウェー、スウェーデン）、法的に
デポジット制度を実際に導入することを真
剣に議論している国々（ラトビア・リトアニ
ア）、法的なデポジット制度についてよりよ
く理解するのに有用と見られる国々（オース
トリア、スロベニア）である。 
 それらの成果をまとめる際には、2014 年 9
月 10 日に、IIIEE のランチセミナーで、” 
Interim report of investigating beverage 
container deposit-refund systems in 
Europe”というタイトルで報告し、多くの有
益なコメントを得た。また、2014 年 9 月 17
日に、IIIEE で、修士コース（Erasmus Mundus 
Masters Course in Environmental Sciences, 
Policy and Management ） の 学 生 に 、
"Integrated Product Policy (IPP)"の授業
の 1 コマで、”Lecture: Deposit-Refund 
Systems”というタイトルで、100 分のレクチ
ャーをおこない、ヨーロッパでの現地調査の
成果を話した。なお、そこで発表した内容を
もとに、IIIEE の Thomas Lindhqvist 准教
授 ・ 東 條 か な 子 准 教 授 と の 共 同 論
文 ”Formulating common understanding 
ground on beverage container 
deposit-refund systems in Europe”という
タイトルの論文を作成しているところであ
る（この論文については、2015 年 4 月 19 日
に、中国の深センの Shenzhen Convention and 
Exibition Center で開催された BIT's 2nd 

Annual International Conference of 
Emerging Industry 2015 (ICEI-2015)で、研
究代表者が報告した。また、国内の学会や、
別の海外の学会でも報告すべく、準備してい
る）。この論文は、研究代表者が、リユース・
デポジットの日欧比較の検討を進めていく
上でのベースとなっている。また、IIIEE の
研究・教育にも反映されていくことを目指し
ている。 
 
(3) 帰国後（2014 年 10月－2015 年 3月）： 渡
航中に得たリユース・デポジットに関する新
たな情報・知見を、多くの現地調査から得た
新しい視点で総括し、今後の研究の方向性を
見通した。そこでは、リユース・デポジット
の日欧比較を、置かれている社会制度も踏ま
えておこなうことについての今後の方向性
も含んでいる。 
それらの成果の一端は、2014 年 10 月 30 日
に郡山ユラックス熱海で開催された平成 26
年度 郡山市保健委員会環境浄化推進員全体
研修会で、「「3R について ―郡山市・福島
県・スウェーデンにおける空きびんリユース
の取組を中心に」というタイトルで、依頼講
演をおこなった中で取り上げた（なお、この
研修会については、2014 年 11 月 1 日の福島
民友新聞で、「環境保全に理解深める ―浄化
推進員らが研修会ー」という表題の記事で紹
介された）。また、2014 年 12 月 15 日に品川
区立総合区民会館 きゅりあんで開催された、
第 9回 容器包装 3R推進フォーラム in 品川
の、第 2 分科会「拡大生産者責任～EPR～」
で、「使用済み容器包装の回収の仕組みの論
点 ～ スウェーデンの事例から ～」という
タイトルで、パネラーの 1人として、スライ
ドで紹介した（なお、ここでの発言について
は、第 9 回 容器包装 3R 推進フォーラム in 
品川 報告書, pp.32-43 を参照されたい）。
これらの報告を通じて、リユース・デポジッ
トの日欧比較についての知見が深まってき
ている（その成果の一つに、「５．主な発表
論文等」の[雑誌論文]の欄の②がある。その
他の成果についても、鋭意作成中である）。 
 
 
４．研究成果 
 本研究では、使用済みの容器のリユースを
促進する方策について、日本でこれまでに得
られた知見をまとめた（「５．主な発表論文
等」の[雑誌論文]の欄の③）。そこでは、自
治体・行政におけるリユースの取組を具体的
に検討していく足がかりとして、ガラス瓶を
念頭に、自治体・行政における瓶のリユース
の取組をどのように具体化させていくかに
ついて方向性の概要を、福島県での取組をベ
ースに示した（なお、この研究を踏まえつつ、
研究代表者は、福島県内の自治体でリユース
びんの回収についてのヒアリング・現地視察
もおこなっており、それらを踏まえて、2015
年 6月 2日に、福島県ハイテクプラザで開催



される平成 27 年度 福島県 市町村等廃棄物
行政担当課長会議で、福島県内の各市町村の
廃棄物行政担当の課長ほかの皆さんに「行政
によるリユースびん回収の事例」というタイ
トルで話す予定である。）。また、リユースび
んに入った商品の購入の決定要因について、
消費者へのアンケート調査によって検討し、
公刊した（「５．主な発表論文等」の[図書]
の欄の②）。そこでは、瓶の規格を統一する
こと、そして、そのことを告知することで、
リユース瓶入り製品の需要が増えることを
示唆している。 
 一方、弁当容器へのデポジット制度の適用
に関する研究論文を、「５．主な発表論文等」
の[雑誌論文]の欄の①④として公刊した。①
では、食後の弁当容器の回収の方策について、
全国の大学生協にアンケート調査を実施し、
それをもとに、使用済み容器の返却の際に現
金を支給する方策が、効果があることを定量
的に示している。また、④では、弁当容器を
例に、デポジット制度導入の経済学的検討を
定量的におこなう方法を示している。なお、
この④も所収した、研究代表者のこれまでの
デポジット制度に関する研究を、主に飲料容
器に着目してまとめあげた著書（「５．主な
発表論文等」の[図書]の欄の①）を公刊した。 
さらに、ヨーロッパにおけるリユース・デ
ポジットの仕組み・状況についての情報を得、
その中から新たな視点も得た。たとえば、「５．
主な発表論文等」の欄の②では、リユース容
器のシェアに関する論点として、購入時点に
おける商品への総支払額、購入時点における
告知、リユース容器への優遇策があること、
リユース容器の回収率に関する論点として、
返却の特典と利便性、返却時点における告知、
リユース容器の回収を促す政策を挙げてい
る。また、「３．研究の方法」の「(2) 渡航
中」の中で取り上げた、IIIEE の東條かな子
准教授・Thomas Lindhqvist 准教授との共同
論文”Formulating common understanding 
ground on beverage container 
deposit-refund systems in Europe”では、
ヨーロッパにおける飲料容器デポジット制
度の視点として、対象範囲、消費者から回収
拠点までの使用済み容器のルート、リファン
ドの財源、回収拠点からリサイクル業者や製
造業者への使用済み製品のルート、制度の運
営、制度の効果といった点があることを、ヨ
ーロッパでの調査をもとに提起している。ま
た、国ごとに相異が見える傾向にある、政府
が適用を義務付けているデポジット制度に
ついては、導入理由、回収やリファンドの効
率、ポリシーミックス、競争という視点もあ
ることも、ヨーロッパにおける具体的な事例
とともに示している。 
また、”Policy Mix in Deposit-Refund 
Systems"というタイトルの論文も作成して
おり、そこでは、フィンランドとノルウェー
におけるデポジット制度を取り上げ、そこで
見られる、デポジット制度と、飲料容器への

税の組み合わせというポリシーミックスの
仕組みを示し、その仕組みが各主体に与える
インセンティブなどについて考察している。
そして、デポジット制度導入前の状況や、デ
ポジット制度と組み合わされる別の政策を
考慮する必要性を示している。この内容を
2015 年 10 月 5 日から 9 日にかけて、イタリ
アで開催される予定の SARDINIA 2015 (15th 
INTERNATIONAL WASTE MANAGEMENT AND 
LANDFILL SYMPOSIUM)で発表することを予定
している。 
なお、本研究は、2015-2017 年度 科学研
究費補助金（若手研究（B)）「リユース・デ
ポジットの世界モデルの構築」 （研究代表
者）（課題番号： 15K16158）で引き続き発展
させることを予定している。そこでは、
2009-2011 年度 科学研究費補助金 (基盤研
究(B))「廃棄物政策のインセンティブ設計」
における研究分担者として実施した、カナダ
のオンタリオ州およびアルバータ州の飲料
容器デポジット制度についての訪問ヒアリ
ング調査、2007-2008 年度 科学研究費補助
金 (若手研究スタートアップ)「デポジッ
ト・リファンド制度の導入における障害の緩
和に関する経済学的研究」における研究代表
者として実施したアメリカのカリフォルニ
ア州における飲料容器デポジット制度につ
いての訪問ヒアリング調査も踏まえている。
さらに、研究代表者は、福島県で展開されて
いる日本酒の瓶のリユース、福島大学生協と
研究代表者のゼミが協力して実施している
弁当容器へのデポジット制度の適用など、日
本におけるリユース・デポジットの現場にも
関わり、多くの研究を蓄積してきている。本
研究は、これらの研究を体系的に一般化し、
経済学的な分析の方向性を示し、世界中の
人々が参照できる、リユース・デポジットに
関する知見・情報の拠点を形成しようとする
ものである。 
 さらに、このような、一連の研究のこれま
でとこれからを、研究対象の地域的な広がり
も含めて示した報告も予定している（沼田大
輔 「世界中の関心を持つ人々が参照できる
デポジット制度の情報整備」 2015 年度 海外
学術調査フェスタ・ポスター発表, 東京外国
語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 
(採択) (2015 年 6 月 27 日) (予定)） 
 このように、様々な機会を積極的に活用し
ていくことで、これまでの整理と、今後の研
究を進めるための新たなネットワーク作り
を重ね、リユース・デポジット研究の広がり
と深みを持たせていこうとしているところ
である。 
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